
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日
提
出

質

問

第

一

三

号

公
安
調
査
庁
発
刊
資
料
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

照

屋

寛

徳

13



公
安
調
査
庁
発
刊
資
料
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

公
安
調
査
庁
は
、
同
庁
発
刊
の
平
成
二
十
九
年
一
月
付
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
（
以
下
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展

望
」
と
い
う
）
二
十
三
頁
掲
載
の
コ
ラ
ム
の
中
で
、
沖
縄
と
中
国
の
歴
史
研
究
者
ら
の
学
術
交
流
に
つ
い
て
、
中
国
国
内
で

「
『
琉
球
帰
属
未
定
論
』
に
関
心
を
持
つ
大
学
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
中
心
と
な
っ
て
、
『
琉
球
独
立
』
を
標
ぼ
う
す
る
我
が
国

の
団
体
関
係
者
な
ど
と
の
学
術
交
流
を
進
め
、
関
係
を
深
め
て
い
る
」
と
断
定
し
た
上
で
、
「
こ
う
し
た
交
流
の
背
後
に
は
、

沖
縄
で
、
中
国
に
有
利
な
世
論
を
形
成
し
、
日
本
国
内
の
分
断
を
図
る
戦
略
的
な
狙
い
が
潜
ん
で
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
今
後

の
沖
縄
に
対
す
る
中
国
の
動
向
に
は
注
意
を
要
す
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

ま
た
、
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
六
十
二
頁
「
国
内
情
勢
二

社
会
的
に
注
目
を
浴
び
た
事
象
を
め
ぐ
る
諸
団
体
の
動

向
」
の
中
で
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
及
び
東
村
高
江
の
米
軍
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
反
対
の
闘
争
現
場
や
米
軍
属
に
よ
る
女

性
強
姦
殺
人
事
件
に
抗
議
し
て
米
海
兵
隊
撤
退
を
求
め
た
「
元
海
兵
隊
員
に
よ
る
残
虐
な
蛮
行
を
糾
弾
！
被
害
者
を
追
悼
し
、

海
兵
隊
の
撤
退
を
求
め
る
県
民
大
会
」
（
以
下
「
沖
縄
県
民
大
会
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
事
実
に
反
す
る
予
断
と
偏
見
を

も
っ
て
沖
縄
を
敵
視
す
る
内
容
で
ま
と
め
、
情
報
発
信
し
て
い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一



一

公
安
調
査
庁
は
、
我
が
国
の
行
政
組
織
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
法
的
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
公
安
調
査
庁
の

設
置
目
的
、
任
務
及
び
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
法
的
根
拠
を
示
し
た
上
で
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
二
十
三
頁
掲
載
の
コ
ラ
ム
の
中
で
い
う
中
国
国
内
で
「
『
琉
球
帰
属
未
定
論
』
に
関
心
を

持
つ
大
学
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
機
関
を
指
し
て
い
る
の
か
、
当
該
大
学
及
び
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
名
称

を
全
て
列
挙
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
根
拠
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
二
十
三
頁
掲
載
の
コ
ラ
ム
の
中
で
い
う
「
『
琉
球
独
立
』
を
標
ぼ
う
す
る
我
が
国
の
団
体

関
係
者
な
ど
と
の
学
術
交
流
」
（
以
下
「
学
術
交
流
」
と
い
う
）
と
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
取
り
組
み
を
指
す
の
か
、
当

該
「
学
術
交
流
」
を
指
す
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
名
称
及
び
そ
れ
ら
の
開
催
日
時
を
全
て
特
定
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
に

断
定
す
る
根
拠
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

平
成
二
十
八
年
五
月
に
北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
沖
縄
と
中
国
の
歴
史
研
究
者
ら
に
よ
る
「
第
二
回
琉
球
・
沖
縄
最
先
端

問
題
国
際
学
術
会
議
」
に
参
加
し
た
研
究
者
の
一
人
は
、
同
会
議
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
北
京
周
辺
の
琉
球
人
の
足
跡
を
た
ど

る
こ
と
、
近
現
代
史
や
基
地
問
題
に
関
す
る
報
告
、
議
論
に
あ
っ
た
」
（
二
〇
一
七
年
一
月
十
八
日
付
「
琉
球
新
報
」
）
と

説
明
し
て
い
る
。
同
会
議
は
、
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
二
十
三
頁
掲
載
の
コ
ラ
ム
の
中
で
い
う
「
学
術
交
流
」
の
一

二



つ
と
し
て
該
当
す
る
か
、
そ
の
根
拠
と
併
せ
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
を
ま

と
め
る
に
あ
た
り
、
公
安
調
査
庁
と
し
て
「
第
二
回
琉
球
・
沖
縄
最
先
端
問
題
国
際
学
術
会
議
」
に
参
加
し
た
研
究
者
か
ら

同
会
議
の
開
催
趣
旨
や
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
聴
き
取
り
調
査
等
を
お
こ
な
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

五

「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
二
十
三
頁
掲
載
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
う
し
た
「
学
術
交
流
」
の
背
後
に
は
、
「
沖
縄
で
、

中
国
に
有
利
な
世
論
を
形
成
し
、
日
本
国
内
の
分
断
を
図
る
戦
略
的
な
狙
い
が
潜
ん
で
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
今
後
の
沖
縄

に
対
す
る
中
国
の
動
向
に
は
注
意
を
要
す
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
が
、
政
府
の
統
一
見
解
と
受
け
止
め
て
相
違
な
い
か
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

沖
縄
に
お
け
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
運
動
、
東
村
高
江
の
米
軍
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
反
対
運
動
は
、
国
政
選
挙
や
首
長

選
挙
で
示
さ
れ
た
民
意
を
無
視
し
て
、
こ
れ
ら
の
工
事
を
強
行
す
る
国
家
権
力
に
対
抗
す
る
た
め
の
非
暴
力
の
抗
議
活
動
で

あ
る
。
特
定
の
政
党
や
団
体
、
活
動
家
ら
に
と
ど
ま
る
反
対
運
動
で
は
断
じ
て
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
旗
印

の
下
に
多
く
の
県
民
が
結
集
す
る
、
開
か
れ
た
抵
抗
闘
争
だ
。

「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
六
十
二
頁
に
は
、
「
沖
縄
県
民
大
会
」
に
「
全
国
か
ら
党
員
や
活
動
家
ら
を
動
員
し
た
」

三



と
の
記
述
が
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
政
党
を
指
し
て
い
る
の
か
、
当
該
政
党
の
名
称
を
全
て
列
挙
し
た
上
で
、
「
動
員
し

た
」
と
断
定
す
る
根
拠
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

公
安
調
査
庁
が
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
二
十
三
頁
コ
ラ
ム
中
に
登
場
す
る
「
『
琉
球
独
立
』
を
標
ぼ
う
す
る
我
が

国
の
団
体
」
及
び
六
十
二
頁
中
に
登
場
す
る
「
反
対
派
市
民
団
体
」
の
動
向
を
調
査
す
る
法
的
根
拠
は
何
か
。
か
か
る
団
体

へ
の
調
査
が
、
公
安
調
査
庁
設
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
一
日
法
律
第
二
百
四
十
一
号
）
第
四
条
第
一
号
及
び
第
二

号
に
定
め
る
破
壊
的
団
体
の
規
制
に
関
す
る
調
査
や
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
調
査
に
該
当

す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
根
拠
条
文
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


